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　キヤノンメディカルシステムズ社のdual 
energy CT（以下，DECT）は，これまで
2回転方式を採用してきた。本方式では，
寝台移動なしに2種類の管電圧を1回転
ごとに切り替えて撮影し，2回転を1組と
して，2種類のX線エネルギーのデータを
取得する。他方式と比べて取得された
2種類のX線エネルギーのデータに生じる
時間差が大きいため，さまざまな動きによ
るミスレジストレーションが影響しやすい
体幹部CTなどでDECT解析の精度が低
下しやすい。
　このような短所を克服すべく，キヤノン
メディカルシステムズ社は新たに高速管電
圧スイッチング方式DECT装置「Aquilion 
ONE/PRISM Edition」を“Spectral CT”
として開発し，当施設では2019年9月よ
り使用する機会を得た。本稿では，この
Spectral CTの特徴や初期経験に基づく
臨床的有用性を中心に述べ，そのルーチ
ン運用の展望などについても言及したい。

Spectral CTの特徴

1． データ取得

　キヤノンメディカルシステムズ社の
S p e c t r a l C T は，2 種 類の管 電 圧

（80kVpと135kVp）を高速で切り替え
て撮影し，2 種類の X 線エネルギーの
データをほぼ同時に取得する。この際，
管電圧の切り替え速度を最適化するこ
とで，管電圧が安定化したタイミングで
データを取得できるため，自動露出制御
機 構（A E C）の併 用が可 能となり，
DECT解析の精度が向上し，被ばくも
低減しうる。なお，320列CT装置を使
用しており，ボリューム撮影では体軸方
向に1回転あたり最大16cmのカバレッ
ジ，ヘリカル撮影では中央の160列によ
る8cmのカバレッジ（最大ピッチファク
タ：1 . 4）が可能である。2 管球方式と
異なり，F O V は特に制限なく最 大
50cmである。
　高速管電圧スイッチング方式による
ビュー数の不足に伴い，低エネルギーと
高エネルギーのデータにスパースな領域
が発生するが，深層学習（deep learn-
ing）を応用することで解決を図ってい
る。具体的には，畳み込みニューラル
ネットワーク（convolutional neural 
network：CNN）に組み込むことで両
者のデータ補間とノイズの低減を行い，
2種類のエネルギーのフルデータを取得
する。次いで，物質弁別の過程を経て，

投影データに基づいたヨードと水の基準
物質画像（それぞれ Iodine image と
Water image）が再構成される。

2． データ解析

　現在，Spectral CTでは，頭部と心
臓以外のあらゆる部位で投影データに基
づいたDECT解析が可能である（頭部
と心臓は今後対応予定）。簡便な解析は
コンソール上でもできるが，詳細な解析
は専用ワークステーション「Vitrea」上
で行う必要がある。もちろん，Vitrea上
で作成されたDICOM画像やグラフなど
はPACSに転送できる。なお，投影デー
タを保存する場合，そのデータ量は通常
のsingle energy CTの2倍ですむ。
　Vitrea上ではさまざまなツールを用い
たDECT解析が可能であるが，そのツー
ルとして①35～135keV（1keVごと）
で101種類の仮想単色X線画像，②横
軸をエネルギーレベル（keV），縦軸を
CT値（HU）としたスペクトラル（keV-
HU）曲線，③2種類のエネルギーレベル

（ある程度任意に選択可能）のCT値に
よる二次元直交座標系での3物質弁別
に基づくヨードマップ，仮想非造影

（virtual non-contrast：VNC）画像
（または仮想単純CT），仮想カルシウム
除去画像，④同座標系での2物質弁別
に基づくカルシウムと尿酸の弁別（痛風
の診断や尿路結石の成分分析に有用），
⑤Iodine imageとWater image，⑥実
効原子番号画像，⑦電子密度画像など
がある。
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